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（前回８月６日号からの続きです。）
パソコンルームを覗いてみると、いつものように黙々と
パソコンに向かって作業をしているHさんが目に入りまし
た。都合よく他には誰もいません。「Ｈさん、ちょっとい
い？」私の声に、Hさんはふうっと肩で息をつき、渋々と身
体をこちらに向けました。それは怒られるのを覚悟してい
るようにも見えました。それはそうでしょう。職位が上の
私から「ちょっといい？」なんて声をかけられたら普通は
緊張するもの。うーん、こうした状況での声のかけ方、今
後の課題です。
「ねえ、Ｈさん、最近ミスが続いてるよね。」さらにうなだ
れるＨさん。「あのね、学校の先生がね、Hさんが就職活動
の時にとってもほめてたよ。彼はじっくり型なので芽がでる
まで１年はかかるタイプだけど、でも３年目もたてば絶対に
御社の戦力になる学生ですって、そう言ってたよ。」Ｈさん、
この話の展開がどうなっていくのか見えずに、視線を落とし
て不安げな表情のままです。「私もそう思ってる。Hさんは
きっとうちの会社の戦力になるだけの力を持っているって。」
「でも、最近ミスばっかりしてて…。なんか会社にも迷惑か
けてるし…。」「誰だって初めはそうだって。初めから上手く
いくわけないでしょう。私なんかこの仕事慣れるまで１年は
かかったよ。いや、もっとかかったかもしれない。校了にな
ってから最終データを全部消しちゃったことだってあった
し。そんなの信じられないでしょう？社長がお客様に謝りに
行ったのだって一度や二度じゃなかったよ。あのときは「も
う謝るのはこりごりだからな！」って、そりゃあすごい剣幕
で怒られたなぁ。（笑）」Ｈさん、もぞもぞとしながらも、う
つむき加減だった顔がようやくあがってきました。肩のあた
りの力も少しほどけてきた様子。よし、いい感じだ。この調
子、この調子。「それにね、今はさくさく仕事してる先輩の
Ａさんだって、半年ぐらい前までは大変だったんだから。や
り直し、やり直しの連続で、私なんか毎日最終電車の時間
を気にしながら仕事してたよ。ほんとだってば。みんなね、
初めから今みたいに仕事ができてたわけじゃないよ。」Hさ
ん、ようやくほっとした様子。怒られる、責められるんじゃ
ないっていうことが伝わったようです。
さて、ここからが重要。確か受講中のCTP（コーチトレ
ーニングプログラム）にいい言葉があったような…。そうそ
う「過去を未来に活かす」という言葉。それは次のような
内容でした。

失敗は私たちに多くのことを教えてくれます。重要なこ
とは、失敗したのは「あなたが悪かったから」ではなく、
「あなたの取った方法が悪かった」と捉えることです。前者
の捉え方をすると、行動はストップしますが、後者の捉え
方は、行動を生み出します。失敗は、「何をしてはいけない
のか」を教えてくれるだけでなく、「次に何をするといいの
か」のヒントを与えてくれます。「なぜ、失敗したのか」を

考えることも重要ですが、「それをどう活かすか」を考える
ことはもっと重要です。失敗体験を次に活かすことができ
れば、その体験は、すでに失敗ではなくなります。失敗を
うまく扱うことができると、学習のストレスを減らし、同
時に効果を上げることができます。

今の経験を、彼自身が今後に活かせられるようになって
いくには、一体どんな問いかけが有効なのだろうか？
「ねえ、Hさん、過去に今と同じような経験したことなか
った？そのときにはどうやってそこから抜け出した？」
「えー？過去にですか？うーん……。」（考え込むがなかな
か答えがでてこない。）
「じゃあね、こういう場面をうまく切り抜けている友人と
か先輩って周りにいない？」
「うーん、専門学校の時の友達だったら…、いますね。

（ぱっと顔が明るくなり）情報交換している仲間がいるんで、
今度聞いてみます！」（あっ、いい方向にいったみたいだ。
よかった…。）
「そうだね、どんなふうにしているのか、わかったらあと
で私にも教えてね。」
「はい、わかりました。（笑顔）あのぉ、実は…」（あれ、
まだ何かあるのかな？）
「実は、うちの父親がこの前、具合が悪くなって…。いや、
たいしたことはないんです。でも病院に連れていったんで
す。」えっ、そんなことがあったんだ。
「で、どうなの？ おとうさんの様子は？」
「今は薬で少しは落ち着きましたけど、仕事もあまり無理
できないみたいなんです。」
「それは心配だね…。少しずつでもよくなっていってほし
いよね。普段の生活では何に気をつければいいの？」
なるほど、そんな気がかりなことがあって、仕事に集中
できる状態じゃなかったのかもしれないな…。ミスが続い
たのはそれもあったのかもしれない。それからしばらくは折
に触れ、「その後、お父さんどう？」「お大事にね。」と意識
して声をかけるようにしました。Hさんにしてみれば、自分
の状況がわかってもらえる安心感もあったのでしょう。数
日もすると、だんだんと表情も明るくなり、彼本来の落ち
着き、慎重さ、確実性を取り戻していきました。もちろん、
私との約束どおり、友人にも相談をしていたようですが。
失敗が続き、挫折感の渦中にいる社員への対応。その時
こそリーダーとして真価が問われるようにも感じます。そ
のまま動けなくしてしまうのか、それとも自らチャレンジで
きるようにしていくのか。いずれにしても、印刷会社に勤
めていた頃を振り返ってみると、社員がいるからこそ、自
身がリーダーとして成長していくチャンスを与えてもらっ
ていたのだと、そんなことをあらためてしみじみと実感する
ことしきりです。

～やる気を引き出す源泉を探る～

その10　リーダーへのサクセスストーリー
　　　　～失敗に長居させない（下）
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